
 

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
温
か
く
、
力
強
い
御
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
昨
年
の
盛
隆
会
総
会
で
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
い
た
立
石
義
雄
様
を
は

じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
心
よ
り
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
感
染
さ
れ
、
病
と
闘
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
の
一
日
も
早
い
ご

回
復
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　

ま
た
、
４
月
17
日
に
京
都
府
に
お
け
る
緊
急
事
態
措
置
を
決
定
し
て
か
ら
、
外
出

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
自
粛
、
学
校
を
含
む
施
設
の
休
業
な
ど
、
皆
様
に
は
多
大
な
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
皆
様
の
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
医
療
提
供
体
制
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
充
実
を
図
り
、
医
療
崩
壊
を

何
と
し
て
も
避
け
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
と
、

何
よ
り
も
皆
様
の
御
協
力
の
お
蔭
で
、
感
染
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
５
月
21

日
に
京
都
府
を
含
む
関
西
３
府
県
に
お
い
て
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
克
服
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
や
集
団
免
疫
の
獲
得
ま
で
、
長
期
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
感
染
症

の
第
２
、
第
３
の
波
に
備
え
、
感
染
や
医
療
提
供
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

事
態
の
動
向
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
医
療
や
日
常
生
活
、
産
業
・
雇
用
、
学
校
教

育
な
ど
多
く
の
面
で
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題
を
改
め
て
検
証
し
、
必
要
な
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
私
た
ち
は
徐
々
に
社
会
経
済
の
活
動
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
コ
ロ
ナ
と
共
存

す
る「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」に
対
応
し
た
社
会
を
築
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
例
え
ば
通
勤
と
い
う
日
常
か
ら
、
在
宅
勤
務
で
家
族
と
過
ご
す
時
間
が
増

え
る
と
い
う
日
常
へ
、
外
食
か
ら
中
食
へ
、
な
ど
、
既
に
そ
の
兆
し
は
見
え
始
め
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
を
支
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
数
次
に
わ
た
り
補

正
予
算
を
編
成
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
皆
様
の
お
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
府
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
お
一
人
お
一
人
が
感
染
し
な
い
、

感
染
を
拡
げ
な
い
た
め
、
京
都
に
お
い
て
大
切

に
さ
れ
て
き
た
思
い
や
り
、
支
え
合
い
の
心
で

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
コロ
ナ
と
共
存
す
る「ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コロ
ナ
」社
会
へ

京
都
府
知
事
　
西
　
脇
　
隆
　
俊

事務局からのお願い
　今般のコロナ禍により、会員の皆様にも大きな影響が及んでいることと存じますが、こうした厳しい状況の
中でも、西脇知事をお支えいただいておりますことに感謝申し上げます。
　府民生活の安心・安全の確保と府の発展のため日夜奮闘する西脇隆俊知事の日常活動をより力強く支援する
ため、新会員のご紹介、ご勧誘の程、是非お力添えいただきますようお願い申し上げます。

　令和2年分会費の納入について
　令和2年分会費（1月～12月）未納の方につきましては、郵便振込口座への払込取扱票（赤伝票）を同封させ
ていただきましたので、お振込みいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
　なお、既に会費を納入いただいた会員様に、払込取扱票を送付しておりました場合は、事務処理上の時期の
行き違いによるものですのでご理解をお願いいたします。
　また、会費は一口3,000円、個人名義でお願い致します。（1口以上、何口でも歓迎します）
　会費納入は、郵便振込口座の他に「京都銀行口座」も設けております。
　京都銀行をご利用の場合は、恐れ入りますが、下記事務局までお問い合わせください。

　事務局の勤務体制について
　事務局は、火曜日、木曜日の午後（13:00～17:00）に事務局職員が詰めております。ご連絡、お問合せ等ございましたら、
この時間帯にお願いいたします。どうぞ、お気軽にお立ち寄りください。

京都府新型コロナウイルス感染症対策応援寄附金
へのご協力のお願い

　新型コロナウイルスとの闘いの最前線である医療・療養の現場で働く方々や、不安を抱えながらの暮らしを余儀なくされてい
る子どもたちとその家庭などを支援するため、京都府では「新型コロナウイルス感染症対策応援寄附金」を募集されています。
　寄附金は、新たに創設された「新型コロナウイルス感染症対策応援基金」に積み立てられ、新型コロナウイルス感染
症対策に有効に活用されますので、会員の皆様のご協力をお願いいたします。

　寄附金の使いみち
①医療又は療養の現場で働く方々への支援　②新型コロナウイルスの影響を受けている子どもたちとその家庭への支援　
③その他の新型コロナウイルス感染症対策に関する支援　　　※複数の使いみちをお選びいただくことも可能です。

　寄附の方法
　●　ふるさと納税サイト「さとふる」からの申込み
　ふるさと納税サイト「さとふる」からお申込みください。クレジットカード払いなどの電子決済
　による納付が可能です。（右のＱＲコードからお申込み及び納付（電子決済）いただけます。）

　●　電子申請システムからの申込み
　電子申請システムの寄附申込書画面に必要事項をご入力いただき、お申込みください。
　（右のQRコードからご入力いただけます。）　

　●　郵送、FAX、電子メールによる申込み
　京都府ホームページから寄附申込書をダウンロードし、必要事項をご記入いただき、下記お申込み先まで送付してください。

　ホームページはこちら
　　http://www.pref.kyoto.jp/somucho/news/coronakifukin.html　

　　　 　●　お申込み ： 京都府　総務部 　総務調整課　〒602-8570　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町
　　　 　　　　　　　TEL : 075-414-4032　FAX : 075-414-4048　e-mail : somucho@pref.kyoto.lg.jp
　
　寄附に係る税制上の優遇措置　
　個人の場合には、ふるさと納税の対象となり、寄附額のうち2,000円を超える部分につきまして、一定の上限まで、
原則として所得税と個人住民税の寄附控除が受けられます。
※寄附のすべてが新型コロナウイルス感染症対策に活用されますので、返礼品は用意されておりません。
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　　　 　　　　　　　TEL : 075-414-4032　FAX : 075-414-4048　e-mail : somucho@pref.kyoto.lg.jp
　
　寄附に係る税制上の優遇措置　
　個人の場合には、ふるさと納税の対象となり、寄附額のうち2,000円を超える部分につきまして、一定の上限まで、
原則として所得税と個人住民税の寄附控除が受けられます。
※寄附のすべてが新型コロナウイルス感染症対策に活用されますので、返礼品は用意されておりません。
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